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Abstract

A STUDY ON THE CORRELATION BETWEEN AWARENESS AND EXTERIOR ELEMENTS OF ROADSIDE 

RESTAURANTS

Targeting restaurants along National Route 21 and Prefectural Route 77 in Gifu City

Shutong GUO

The purpose of this study is to make a reference when considering the exterior design and layout of 

roadside restaurants by Analysis 1 & 2.

Analysis 1. Classify and analyze signboards and the orientation relative to roads.

Analysis 2. Conduct a questionnaire survey to fi nd out how much people notice the target restaurants.

The conclusions were as follows:

1. No clear correlation was found between the number of signboards and AWARENESS.

2. The targets on the left side are more recognizable (higher AWARENESS) than the targets on the right 

side.

3. AWARENESS has clear correlation with orientation and location of Building.

4. AWARENESS has clear correlation with orientation and height of signboards.
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梗概

▲図１　研究対象
1000ｍ
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̶岐阜市国道 21 号と県道 77 号沿道の店舗を対象に̶

1.　序
1.1.　研究の背景
　戦後から現代にかけて、大都市圏では公共交通機関が
発展した一方で、大都市圏以外の地域においては、自動
車は依然として優先される移動手段である註1。この差異は
人々が利用する店舗の属性にも影響を及ぼし、地方都市
における中心部商店街の人離れや駅前飲食店街の範囲
縮小が見られた註2 一方で、幹線道路沿いのロードサイド
飲食店が客を集めるようになった。
1.2.　既往研究
　建築学の分野における飲食店に関する研究は、①立地
と外観や構成要素に関する研究、②空間特性を分析した
研究、および③立地や構成要素、空間特性を印象評価等
心理学的な側面に紐づけた研究など、多岐にわたる。①に
関しては、住宅地に立地する「隠れ」飲食店の実態分析註3

等があり、②に関しては、商品としてみた飲食店の内部空
間に関する研究註4 や、飲食店舗のテラス空間類型につい
ての事例研究註５等がある。また、③に関しては、飲食店
ファサードの印象評価と構成要素との関係についての研
究註6 や、まちの居場所となる飲食店舗の立地環境および
アプローチ空間特性に関する研究註7 等が存在する。

　既往研究のいずれも研究対象が東京、大阪などの大都
市圏に集中しており、徒歩来店者を主な客層とするもの
で、自動車でのアクセスを前提としないものだった。本稿
は、自動車でのアクセスを主とする地域に焦点を当て、ま
た、小規模な店舗ではなく、比較的に規模の大きいロード
サイドの飲食店に着目し、乗車中の視点や自動車での訪
問のしやすさについて分析を行うという点で既往研究と
は異なる独自性がある。
1.3.　研究目的
　本研究では、幹線道路沿いの飲食店の外観と、来店者
の認識度の関係を分析し、地方都市に台頭したロードサ
イド飲食店の外観設計や店舗の構えの検討をする際の計
画立案の端緒となることを目的とする。
1.4.　研究対象
　本研究の対象地域は、自動車での外出・外食が多いと
推測できる岐阜県岐阜市とする。選定理由として、岐阜県
は人口あたりの飲食店数が全国１位註8で、人口当たりの
自動車所持数が全国 9 位註9 であることが挙げられる。研
究対象は、岐阜市の国道 21号線と県道 77号線沿いの、
店内飲食を主とし、かつ独立した建物にある飲食店 54店
舗を対象とする。（図１）
1.5.　研究方法
　始めに対象店舗の外観構成要素について分類、分析
し、次に乗車中の店舗外観の視認性によりどれだけ印象
に残ったか、または気づいたかを認識度と定義し、これに
ついてアンケート調査を行う。最後にその両方の結果を
用いて、外観構成要素と認識度の相関関係について分析
し、考察を行う。
2.　店舗外観構成要素の分析
　本章では、まず対象店舗の敷地および隣接道路との関
係について分析し、次に主なる外観構成要素である看板
について分類、分析を行う。
2.1.　店舗建物、敷地および隣接道路の関係（接道関係）
　対象店舗の敷地および隣接道路との関係性を接道関
係と呼び、本節ではこれについて分類する。
2.1.1.　位置関係
　店舗建物と幹線道路との平面的な位置関係を位置関
係と呼び、対象店舗の位置関係について、道路と店舗建
物が直接隣り合う接道型（NR型）と、道路と店舗建物間に
駐車場などがあり、幹線道路と建物が直接隣り合わない
セットバック型（SB型）に分類する。
　結果として、全 54店舗のうち、NR型が 49件、SB 型が
5件あった。（表１）
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▲図２　見せ面の定義

①建物に直接設置される看板のうち、最も面積の大きいもの
　が属する立面。
②駐車場などの空地に面し、視認性の最も高い立面。
③建物に直接設置される看板の数が最も多い立面。
④店舗建物の入口が属する立面。
⑤位置関係がNR型である。
⑥敷地内において、道路に隣接する駐車場などの空地が存在
　しない。

①と②が一致するか

⑤と⑥の両方に該当するか

①と②に該当する立面を
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▲図３　建物方向関係・看板の向きの分類

正面型（F型） 背面型（B型）
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道路 進行方向 見せ面 /看板

▲図４　看板の位置・高度による分類
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2.1.2.　方向関係
　店舗建物の見せ面の幹線道路に対する向きを方向関
係と呼び、これについて分類を行う。始めに図２に従い、見
せ面を抽出する。次に抽出した見せ面が隣接する幹線道
路に対する向きを図３のように、道路に垂直で、進行方向
に見せ面がある正面型（F型）、道路に垂直で、進行方向
の裏面に見せ面がある背面型（B型）、道路に対して平行
方向に見せ面がある平行型（H型）、そして道路に対して
斜めに見せ面がある斜型（D型）の４種類に分類する。
　結果として、全 54店舗のうち、F型が 28件、B型が 10
件、H型が 14件、D型が 2件あった。（表１）
2.2.　看板
研究対象全 54 店舗に対して実地調査を行い、敷地内

にある看板の数、向き、位置について分析を行う。
2.2.1.　看板の数
看板数の調査にあたり、まず対象となる看板を以下の
①～④の条件の1つ以上に該当するものとする。
①屋号を掲示したもの。
②店舗属性（らーめん、焼肉など）を示したもの。
③店舗属性を推測できる料理写真を掲示したもの。
④屋号の代わりにロゴを掲示したもの。
　ただし、同一表面にあるものを1つとして数え、表裏の
両方に掲示内容のあるものは２つと数える。また、建物壁
面に直接塗布されたペイント掲示も対象とする。
表１に示した結果が得られた。
2.2.2.　看板の向き
　見せ面と同様に、図３に示すように、対象看板と幹線道

路との方向関係について、正面型（F型）、背面型（B型）、
水平型（H型）、斜型（D型）の４種類に分類する。
表１に示した結果が得られた。
2.2.3.　看板の位置
看板の位置について、図４に示すように、店舗建物に設
置されている付帯型と、地面等に設置され店舗建物に隣
接しない独立型に分類する。
表１に示した結果が得られた。
2.2.4.　看板の高度
　看板の高度について分類を行う。まず、建物立面におい
て、庇の下端によって、建物立面が二分されている場合、こ
の高度を立面境界線と呼ぶ。次に、図４に示すように、建
物最高高さより高い位置にある高置型、立面境界線より
高く建物最高高さより低い位置にある上部型、立面境界
線より低い位置にある下部型、複数の区域にわたって存
在する縦断型の4種類に分類する。
　表１に示した結果が得られた。
2.3.　小結（外観構成要素についての分析結果）
表１は研究対象店舗を看板数の多い順に並べたもので

ある。外観構成要素についての分析は、表１に示した結果
が得られ、以下のことが明らかになった。
(1) 高置独立型看板はすべて表裏となっているため、F型
とB型が同数であり、それぞれ半数を占める。
(2)H 型看板 68枚のうち66枚（97.1％）が付帯型看板で
あり、独立H型看板はわずか 2枚と極めて少なかった。さ
らに、上部付帯H型看板は52枚で、H型看板の76.5％
を占めている。
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▲図７　店舗別認識度のグラフ③県道77号長良→薮田 ▲図８　店舗別認識度のグラフ④県道77号薮田→長良
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▲図５　店舗別認識度のグラフ①国道21号穂積大橋→茜部 ▲図６　店舗別認識度のグラフ②国道21号茜部→穂積大橋
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(3) 上部型看板 127 枚のうち118 枚（93.0％）が付帯型
看板であり、付帯型看板の158枚のうち118枚（74.7％）
が上部型看板である。また、上部付帯型看板は対象看板
全 307 枚のうち118 枚（38.4％）と看板の位置と高度に
よる分類の中で最も多かった。
(4) 看板数が４枚以下の対象 19店舗のうち、下部型看板
を有するものはわずか 5店舗と極めて少なかった。
(5) 看板数が７枚以上の対象 17 店舗において、下部型
看板34枚のうち21枚（61.8％）が下部付帯型看板であっ
た。これに対して、看板数が５枚あるいは 6 枚の対象 18
店舗において、下部型看板 26枚のうち7枚（26.9％）が
付帯型看板で、その大半は下部独立型看板であった。
3.　アンケート調査
本章では、50名の被験者に対して、乗車中の店舗外観

による店舗の認識度および被験者の乗車時の行動習慣
についてアンケート調査を行う。
3.1.　被験者の属性
　被験者 50 名のうち岐阜市在住 / 在学 / 在勤またはそ
の歴のある者が 40名（80％）註10、岐阜市を月2～ 3回
程度以上訪問する者が5名（10％）と、被験者全体の90％
が岐阜市の幹線道路を頻繁に利用し得ると考えられる。
　また46名（92％）が「週 2～ 3回以上自動車の運転を
する」註11、49 名（98％）が「週 1回以上外食する」註12と回
答し、40名（80％）が「外食時の移動手段のうち、最も多

いものは自動車」と回答した註13。
3.2.　乗車中の認識度に関する調査
　対象となる国道 21号線、県道 77号線の対象区間に
おいて、往路と復路それぞれに、車載カメラにて撮影を行
い、可能な限り等速になるよう編集した動画註14を被験者に
視聴させたのち、印象に残った、気づいたお店を選択して
もらう設問をアンケートに設けた。「設問に対して得られた
回答数／被験者数×100％」を認識度と定義して算出し
た。その結果を図５～８に示す。
3.3.　乗車時の行動習慣と店舗選択について
　被験者全員に対して、利用する店舗の属性を問うた。そ
の結果、全体の76％が「幹線道路沿いのお店」を選んだ註15。
また、幹線道路沿いの飲食店を利用する際の計画性につ
いての設問に対し、回答項目「運転中 /乗車中に、看板や
のぼりなどの掲示物を見てお店に入ることがある」を選ん
だ人は全体の88％を占めている註16。これらは研究背景を
裏付ける回答であると考えられる。また、幹線道路沿いの
飲食店の外観構成要素は、乗車中の認識度に影響を与え
る要因であると考えられる。
　さらに、「中央分離帯のある幹線道路沿いのお店を利用
する際に、右側の店よりも左側の店を優先させた経験が
ある」と47名（94％）の被験者が回答した註17。この結果は、
図５～８が示すように、進行方向に対して左側にある店舗は、
右側にある店舗より認識度が高いことを裏付ける。
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【脚註】
註1) 参考文献1) より、2007 年以降において、都市部におけ
る自動車の所有率が継続的に減少傾向にある。一方で、大都
市圏以外の地域においては、自動車所有率は2021年現在で上
位の都道府県では一人当たりの所有台数が0.6 ～ 0.7台と、非
常に高い数値となっている。　
註2) 参考文献2)より、中心市街地の商店数・年間販売額・売
り場面積等は減少傾向。また、自動車でのアクセスのしにくさ
が中心市街地の弱みとして提示された。
註3) 参考文献3)　　註4) 参考文献4)　　註5) 参考文献5)　
註6) 参考文献6)　　註7) 参考文献7)　　註8) 参考文献8)
註9) 参考文献1)より、2021年の都道府県別の一人当たりの自
動車所持率ランキングにおいて、岐阜県は９位の0.657台/人。
註10) 設問「岐阜市に在住/在学/在勤ですか？」に対して、
「岐阜市在住」22名（44％）、「岐阜市在学/在勤」14名（28
％）、「現在は自宅、職場ともに岐阜市以外だが、以前は在住/
在学/在勤していた」４名（8％）、「自宅、職場ともに岐阜市以
外だがよく岐阜市を訪れる（月2～3回程度以上）」5名（10％）、
「上記のいずれにも当てはまらない」5名（10％）
註11) 設問「自動車を運転する頻度を教えてください。」に対し
て、「毎日/ほぼ毎日（週5日以上）」29名（58％）、「週3～5回
程度」13名（26％）、「週2～3回程度」４名（8％）、「週1回程
度」0名（0％）、「運転しない」４名（8％）
註 12) 設問「外食する頻度を教えてください。」に対して、「毎
日/ほぼ毎日（週 5回以上）」28名（56％）、「週3～5回程度」
12名（24％）、「週2～3回程度」6名（12％）、「週1回程度」3
名（6％）、「月2～3回程度」0名（0％）、「月1回程度」1名（2
％）、「外食しない」0名（0％）
註13) 設問「外食時の移動手段をお選びください。（一番多い
もの）」に対して、「自動車（運転、乗車ともに含む）」40名（
80％）、「自転車」5 名（10％）、「公共交通機関（バス /電車
など）」４名（8％）、「徒歩」1名（2％）
註14) 動画①国道 21号穂積大橋→茜部 [https://youtu.be/
pB7bcw4_pOM]、動画②国道 21号茜部→穂積大橋 [https://
youtu.be/q2Mgs-_XrZk]、動画③国道 77号長良→薮田 [http
s://youtu.be/x-GrDGXz6fY]、動画④国道 77号薮田→長良 [h
ttps://youtu.be/r2tqbKcu-PA]
註15) 設問「利用する飲食店の属性（当てはまるものをすべて
）」に対して、「幹線道路沿いのお店」38名（76％）、「家や職
場の近所のお店」36名（72％）、「幹線道路から外れた隠れ家
っぽいカフェやレストラン」10名（20％）、「駅の近くのお店（
食事中心、居酒屋・バー等除く）」４名（8％）、「駅の近くの
お店（居酒屋、バーなど、飲酒を伴う）」38名（76％）
註 16) 設問「幹線道路沿いの飲食店を利用する際、計画的か
どうか （当てはまるものをすべて）」に対して、「SNS やインタネ
ットなどで下調べした上で訪れる」32名（64％）、「目的地の
近くや通り道で寄り道してお店に入ることがある」15名（30％
）、「運転中 / 乗車中に、看板やのぼりなどの掲示物を見てお
店に入ることがある」44名（88％）、「よく利用するお店をリピ
ートする」23名（46％）
註 17) 設問「中央分離帯のある幹線道路沿いのお店を利用す
る際 （当てはまるものをすべて）」に対して、「右側にある店より
も左側にある店を優先させた経験がある」47名（94％）、「右
側にある店よりも左側にある店を優先させた経験がない」1名（
2％）、「寄り道して飲食店を利用する際は左側にあるを優先」
27名（54％）、「寄り道して飲食店を利用する際は店舗が道路
のどちら側にあるか考慮しない」12名（24％）

【参考文献】
1) 都道府県データランキング『自家用車普及台数』[https://
uub.jp/pdr/t/cr_6.html]（最終検索日：2023年 1月21日）
2) 国土交通省〉国土計画〉創発〉第Ⅱ部 岐阜市における調査報告
[https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/souhatu/h16seika/0
2tetsukidou/02_kei_3.pdf]（最終検索日：2023年 1月21日）
3) 小林嵩 「住宅地に立地する『隠れ』飲食店の実態分析　－
法制度の規定する住宅地像との齟齬に着目して－」　東京大学
大学院 都市工学専攻 2017 年度 修士論文梗概集
4) 南さや香・伊藤俊介「商品としてみた飲食店の内部空間に関
する研究 : 居酒屋チェーンにおける空間デザインの時系列的分
析」　日本建築学会学術講演梗概集 2005 年 07 号 
5) 宍戸克実「飲食店舗のテラス空間類型－イスタンブルとパリ
の事例研究－」鹿児島県立短期大学紀要　第 65 号 (2014)　
6) 沈瓊・森田昌嗣「都心部における飲食店ファサードの印象
評価と構成要素との関係　－福岡市（日本）と南京市（中国
）の比較分析を通して－」日本感性工学会論文誌 9 巻 3 号　
7) 今井沙代・岡絵理子「まちの居場所となる飲食店舗の立地
環境およびアプローチ空間特性に関する研究　－大阪都心に
暮らす人々の「行きつけの店」を事例に－」日本都市計画学
会関西支部研究発表会講演概要集 11 (0), 61-64, 2013　
8)『数字で見る岐阜県人口1000人当たり飲食店数で全国1位』
月刊事業構想2018年 3月号 [https://www.projectdesign.jp/
201803/gifu/004626.php]（最終検索日：2023年 1月21日）

▼表１　外観構成要素についての分析結果（看板数の多い順）

4.　外観構成要素と認識度の相関関係
　本章では、接道関係、看板の属性と認識度の相関関係
について考察を行う。　
4.1.　接道関係と認識度の相関関係
研究対象店舗の接道関係と認識度の相関関係につい

て、以下のことが明らかになった。
(1) 前章に述べたように、進行方向に対して左側にある店舗
は、右側にある店舗より認識度が高い。一方で、右側店舗
のうち、方向関係が B型にあたる店舗は F、H、D型より認
識度が高い傾向にある。逆に、B型店舗は進路左側にある
とき、認識度が相対的に低い傾向にある。
(2) 進路左側にある店舗のうち、位置関係が SB 型である
店舗は、NR型店舗より、認識度が低い傾向にある。なお、

進路右側の場合、県道 77 号においては同傾向が見られ
たが、国道 21号においては、強い相関は見られなかった。
4.2.　看板の属性と認識度の相関関係
研究対象店舗の看板の属性と認識度の相関関係につ
いて、以下のことが明らかになった。
(1) 看板の数と認識度に明確な相関関係は見られなかった。
(2) 縦断型看板を有する店舗は、そうでない店舗より、認
識度が高い傾向にある。
5.　結論
　幹線道路沿いの飲食店の外観構成要素と認識度の相
関関係の考察を通して、乗車中の認識度は店舗の隣接
道路に対する方向、位置関係、また、看板の向き、高度
等の属性と明確な相関関係を持つことが明らかになった。
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第 1章　序論
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第１章　序論

1.1.　研究の背景

　戦後から現代にかけて、大都市圏を中心に、電車やバス、地下鉄などの公共交通機関が発展し、その

結果、2007 年以降において、図 1.1-1が示すように東京都における自動車の所有率が継続的に減少傾

向にある。一方で、大都市圏以外の地域においては、自動車は依然として優先される移動手段として

挙げられており、その所有率をみても、2021年現在で上位の都道府県では一人当たりの所有台数は表

1.1-3が示すように、非常に高い数値となっている。都心と地方における自動車利用の差異は、人々が

利用する店舗の属性にも影響を及ぼしている。飲食店に関しては、その差異は顕著に表れており、地

方都市における中心部商店街の人離れや駅前飲食店街の範囲縮小に関する報告も見られた。上記の背景

において、地方都市における幹線道路沿いのロードサイド飲食店が台頭し、客を集めるようになった。

▲ 図 1.1-1　各都道府県における人口 1人あたりの乗用車台数 2007 年・2014 年・2021 年
【出自】都道府県データランキング『自家用車普及台数』[https://uub.jp/pdr/t/cr_6.html]（最終検索日：2023 年 1 月 28日）
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▼ 表 1.1-1　2021 年都道府県別乗用車所有率（台 /人） ▼ 表 1.1-2　2014 年都道府県別乗用車所有率（台 /人） ▼ 表 1.1-3　2007 年都道府県別乗用車所有率（台 /人）

▲ 図 1.1-2　国土交通省による岐阜市における調査結果（抜粋）

【出自】都道府県データランキング『自家用車普及台数』[https://uub.jp/pdr/t/cr_6.html]（最終検索日：2023 年 1 月 28日）

【出自】国土交通省〉国土計画〉創発〉第Ⅱ部 岐阜市における調査報告
[https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/souhatu/h16seika/02tetsukidou/02_kei_3.pdf]（最終検索日：2023 年 1 月 28 日）
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第１章　序論

1.2.　既往研究

　建築学の分野における飲食店に関する研究は、①立地と外観や構成要素に関する研究、②空間特

性を分析した研究、および③立地や構成要素、空間特性を印象評価等心理学的な側面に紐づけた研究

など、多岐にわたる。①に関しては、住宅地に立地する「隠れ」飲食店の実態分析註1 等があり、②に

関しては、商品としてみた飲食店の内部空間に関する研究註2 や、飲食店舗のテラス空間類型について

の事例研究註3 等がある。また、③に関しては、飲食店ファサードの印象評価と構成要素との関係につ

いての研究註4 や、まちの居場所となる飲食店舗の立地環境およびアプローチ空間特性に関する研究註5

等が存在する。

　既往研究のいずれも研究対象が東京、大阪などの大都市圏に集中しており、また、海外の建築を対

象とするものも南京、パリ、イスタンブールなど、日本のものと同じく、徒歩来店者を主な客層とす

るもので、自動車でのアクセスを前提としないものだった。本稿は、自動車でのアクセスを主とする

地域に焦点を当て、また、小規模な店舗ではなく、比較的に規模の大きいロードサイドの飲食店に着

目し、乗車中の視点や自動車での訪問のしやすさについて分析を行うという点で既往研究とは異なる

独自性がある。

　　　　【脚注】

　　　　1) 参考文献 1　　2) 参考文献 2　　3) 参考文献 3　　4) 参考文献 4　　5) 参考文献 5　
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1.3.　研究目的

　本研究では、乗車中の店舗外観の視認性によりどれだけ印象に残ったか、または気づいたかを認識

度と定義し、幹線道路沿いの飲食店の外観と、来店者の認識度の関係を分析することによって、地方

都市に台頭したロードサイド飲食店の外観設計や店舗の構えの検討をする際の計画立案の端緒となる

ことを目的とする。



18

第１章　序論

【脚注】

6)『数字で見る岐阜県人口 1000 人当たり飲食店数で全国 1位』月刊事業構想 2018 年 3 月号

[https://www.projectdesign.jp/201803/gifu/004626.php]（最終検索日：2023 年 1 月 21 日）

1.4.　研究対象

　本研究の対象地域は、自動車での外出・外食が多いと推測できる岐阜県岐阜市とする。選定理由と

して、岐阜県は人口あたりの飲食店数が全国１位註6 で、人口当たりの自動車所持数が全国9 位 (表1.1-3)

であることが挙げられる。研究対象は、図 1.4および表 1.4に示した岐阜市の国道 21 号線と県道 77

号線沿いの、店内飲食を主とし、かつ独立した建物にある飲食店 54 店舗を対象とする。

▲ 図 1.4　研究対象
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▼ 表 1.4　研究対象一覧表



第 1章　序論

既往研究研究の背景 研究目的

研究対象 研究の構成

接道関係と認識度の相関関係

看板の属性と認識度の相関関係

第４章　外観構成要素と認識度の相関関係

小結
店舗外観構成要素の

分析結果

看板

店舗建物、敷地
および隣接道路の関係（接道関係）

小結
アンケート調査結果

第２章　店舗外観構成要素
　　　　の分析（分析１）

乗車中の認識度に関する調査

被験者の属性

乗車時の行動習慣と
店舗選択について

第３章　アンケート調査
　　　（分析２）

第５章　総括

展望結論
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第１章　序論

1.5.　研究の構成

　本稿は、本章を含め全５章で構成される。

　第２章では、まず対象店舗の敷地および隣接道路との関係について分析し、次に主なる外観構成要

素である看板について分類、分析を行う。

　第３章では、被験者に対して、乗車中の店舗外観による店舗の認識度および被験者の乗車時の行動

習慣についてアンケート調査を行う。

　第４章では、第 2章と第 3章の分析結果を用いて、対象店舗の外観構成要素である接道関係、看板

の属性と認識度の相関関係について考察を行う。

　第５章では、結論と展望を述べる。

▲ 図 1.5　論文の構成図







23

第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

　本章では、対象 54店舗に対して、その外観構成要素を抽出し、分析を行う。

　第１節では、近対象店舗の敷地および隣接道路との関係について分類する。第 2節では、主なる外

観構成要素である看板について分類する。第３節では、これらの分類に基づき、全店舗の外観構成要

素の傾向や特徴について、分析と考察を行う。
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2.1.　店舗建物、敷地および隣接道路の関係（接道関係）

　対象店舗の敷地および隣接道路との関係性を接道関係と呼び、本節ではこれについて分類する。

2.1.1.　位置関係

　店舗建物と幹線道路との平面的な位置関係を位置関係と呼び、対象店舗の位置関係について、道路

と店舗建物が直接隣り合う接道型（NR型）と、道路と店舗建物間に駐車場などがあり、幹線道路と建

物が直接隣り合わないセットバック型（SB型）に分類する。

　表 2.1.1に示すように、全 54店舗のうち、NR型が 49件、SB 型が 5件あった。

▼ 表 2.1.1　接道関係―位置関係



①建物に直接設置される看板のうち、最も面積の大きいもの
　が属する立面。
②駐車場などの空地に面し、視認性の最も高い立面。
③建物に直接設置される看板の数が最も多い立面。
④店舗建物の入口が属する立面。
⑤位置関係がNR型である。
⑥敷地内において、道路に隣接する駐車場などの空地が存在
　しない。

①と②が一致するか

⑤と⑥の両方に該当するか

①と②に該当する立面を
見せ面とする。

YES

NO

幹線道路に面する立面を
見せ面とする。　　　　

YES

NO

①～④のうち該当する項目の最も多い立面を見せ面とする。

正面型（F型） 背面型（B型）

斜型（D型）平行型（H型）

道路 進行方向 見せ面
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.1.2.　方向関係

　店舗建物の見せ面の幹線道路に対する向きを方向関係と呼び、これについて分類を行う。始めに図
2.1.2-1に従い、見せ面を抽出する。次に抽出した見せ面が隣接する幹線道路に対する向きを図 2.1.2-2
のように、道路に垂直で、進行方向に見せ面がある正面型（F型）、道路に垂直で、進行方向の裏面に

見せ面がある背面型（B型）、道路に対して平行方向に見せ面がある平行型（H型）、そして道路に対し

て斜めに見せ面がある斜型（D型）の４種類に分類する。

　表 2.1.2に示すように、全 54店舗のうち、F型が 28件、B型が 10件、H型が 14件、D型が件あった。　

▲図 2.1.2-1　見せ面の定義

▲図 2.1.2-2　方向関係の分類
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▼ 表 2.1.2　接道関係―方向関係
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.2.　看板

　本節では、研究対象全 54店舗に対して実地調査を行い、敷地内にある看板に対して、数、向き、位置、

高度の 4つの属性について、それぞれ分析を行う。

2.2.1.　看板の数
　看板数の調査にあたり、対象となる看板を以下の①～④の条件の 1つ以上に該当するものとする。

①屋号を掲示したもの。

②店舗属性（らーめん、焼肉など）を示したもの。

③店舗属性を推測できる料理写真を掲示したもの。

④屋号の代わりにロゴを掲示したもの。

　ただし、同一表面にあるものを 1つとして数え、表裏の両方に掲示内容のあるものは２つと数える。

また、建物壁面に直接塗布されたペイント掲示も対象とする。

　表 2.2.1-1、表 2.2.1-2および表 2.2.1-3に示す結果が得られた。

▼ 表 2.2.1-1　看板数（対象番号順）
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▼ 表 2.2.1-2　看板数（看板数の多い順）

▼ 表 2.2.1-3　看板数区分



正面型（F型） 背面型（B型）

斜型（D型）平行型（H型）

道路 進行方向 看板
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.2.2.　看板の向き

　下記の図 2.2.2に従い、対象看板と幹線道路との方向関係について、正面型（F型）、背面型（B型）、
水平型（H型）、斜型（D型）の４種類に分類する。

　表 2.2.2-1、表 2.2.2-2および表 2.2.2-3に示した結果が得られた。

▲図 2.2.2　看板の向きによる分類

▼表 2.2.2-1　看板の向き区分ごとの該当看板数
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▼ 表 2.2.2-2　看板の向きによる分類（対象番号順）
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

▼ 表 2.2.2-3　看板の向きによる分類（看板数の多い順）



33



34

第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.2.3.　看板の位置

　看板の位置について、店舗建物に設置されている付帯型と、地面等に設置され店舗建物に隣接しな

い独立型に分類する。

　結果として、表 2.2.3-1および表 2.2.3-2に示すように、付帯型看板は 158 枚、独立型看板は 149
枚あった。

▼ 表 2.2.3-1　看板の位置による分類（対象番号順）
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▼ 表 2.2.3-2　看板の位置による分類（看板数の多い順）
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.2.4.　看板の高度

　看板の高度について分類を行う。まず、建物立面において、庇の下端によって、建物立面が二分さ

れている場合、この高度を立面境界線と呼ぶ。次に、図 2.2.4に示すように、建物最高高さより高い位

置にある高置型、立面境界線より高く建物最高高さより低い位置にある上部型、立面境界線より低い

位置にある下部型、複数の区域にわたって存在する縦断型の 4種類に分類する。

　表 2.2.4-1、表 2.2.4-2および表 2.2.4-3に示した結果が得られた。

▽建物最高高さ

▽立面境界線

▽GL

上 上

下 下縦

縦

高
高置型

上部型

下部型

縦断型

高

高置型　　　上部型　　　下部型　　　縦断型高 上 下 縦

▲図 2.2.4　看板の高度による分類
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▼ 表 2.2.4-1　看板の高度による分類（対象番号順）
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

▼ 表 2.2.4-1　看板の高度による分類（看板数の多い順）
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第２章　店舗外観構成要素の分析（分析 1）

2.3.　小結（外観構成要素についての分析結果）

表 2.3-5は第 2章の各節において分類した区分をまとめた上で、研究対象店舗を看板数の多い順に並べた
ものである。

　外観構成要素についての分析結果として、以下のことが明らかになった。

(1)表 2.3-1に示すように、高置独立型看板はすべて表裏となっているため、F型と B型が同数であり、それ
ぞれ半数を占める。

(2)表 2.3-2に示すように、H型看板 68 枚のうち 66 枚（97.1％）が付帯型看板であり、独立H型看板はわ
ずか 2枚と極めて少なかった。さらに、表 2.3-5に示すように、上部付帯H型看板は 52 枚で、H型看板の
76.5％を占めている。

(3)表 2.3-3に示すように、上部型看板 127 枚のうち 118 枚（93.0％）が付帯型看板であり、付帯型看板の
158 枚のうち 118 枚（74.7％）が上部型看板である。また、上部付帯型看板は対象看板全 307 枚のうち 118

枚（38.4％）と看板の位置と高度による分類の中で最も多かった。

(4)表 2.3-4に示すように、看板数が４枚以下の対象 19店舗のうち、下部型看板を有するものはわずか 5店
舗と極めて少なかった。

(5)表 2.3-4に示すように、看板数が７枚以上の対象 17店舗において、下部型看板 34枚のうち 21枚（61.8％）
が下部付帯型看板であった。これに対して、看板数が５枚あるいは 6枚の対象 18店舗において、下部型看板

26枚のうち 7枚（26.9％）が付帯型看板で、その大半は下部独立型看板であった。

▼ 表 2.3-1　向き－高度による分類

▼ 表 2.3-2　向き－位置による分類

▼ 表 2.3-3　高度－位置による分類

▼ 表 2.3-4　看板数区分と下部型看板の相関関係
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▼ 表 2.3-5　外観構成要素の分析結果（看板数の多い順）
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第３章　アンケート調査（分析 2）
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第３章　アンケート調査（分析 2）

3.　アンケート調査

　　本章では、50名の被験者に対して、乗車中の店舗外観による店舗の認識度および被験者の乗車時

の行動習慣についてアンケート調査を行った。

3.1.　被験者の属性

　被験者50名に対して、岐阜市在住/在学/在勤またはその歴の有無について問うた。その結果として、

図 3.1-1に示すように、「岐阜市在住」22名（44％）、「岐阜市在学 /在勤」14名（28％）、「現在は自宅、
職場ともに岐阜市以外だが、以前は在住 /在学 /在勤していた」４名（8％）、「自宅、職場ともに岐阜

市以外だがよく岐阜市を訪れる（月 2～ 3回程度以上）」5名（10％）、「上記のいずれにも当てはまら

ない」5名（10％）　と、被験者全体の 90％が岐阜市の幹線道路を頻繁に利用し得ると考えられる。

　また、自動車を運転する頻度について問うた。その結果として、図 3.1-2に示すように、「毎日 /ほ
ぼ毎日（週 5日以上）」29名（58％）、「週 3～ 5回程度」13名（26％）、「週 2～ 3回程度」４名（8％）、

「週 1回程度」0名（0％）、「運転しない」４名（8％）の回答が得られた。　

　さらに、外食する頻度について問うた。その結果として、図 3.1-3に示すように、「毎日 /ほぼ毎日
（週 5回以上）」28名（56％）、「週 3～ 5回程度」12名（24％）、「週 2～ 3回程度」6名（12％）、「週

1回程度」3名（6％）、「月 2～ 3回程度」0名（0％）、「月 1回程度」1名（2％）、「外食しない」0

名（0％）の回答が得られた。

　最も多く利用する外食時の移動手段について問うた。その結果として、図 3.1-4に示すように、「自
動車（運転、乗車ともに含む）」40名（80％）、「自転車」5名（10％）、「公共交通機関（バス /電車など）」

４名（8％）、「徒歩」1名（2％）の回答が得られた。
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▲図 3.1-1　岐阜市在住 /在学 / 在勤またはその歴の有無について

▲図 3.1-2　自動車を運転する頻度について

▲図 3.1-3　外食する頻度について

▲図 3.1-4　最も多く利用する外食時の移動手段について
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第３章　アンケート調査（分析 2）

3.2.　乗車中の認識度に関する調査

　対象となる国道 21号線、県道 77号線の対象区間において、往路と復路それぞれに、車載カメラに

て撮影を行い、可能な限り等速になるよう編集した動画を被験者に視聴させたのち、印象に残った、気

づいたお店を選択してもらう設問をアンケートに設けた。「設問に対して得られた回答数／被験者数×

100％」を認識度と定義して算出した。その結果を図 3.2-1、図 3.2-2、図 3.2-3および図 3.2-4に示す。

▲図 3.2-2　店舗別認識度のグラフ②国道 21号茜部→穂積大橋

▲図 3.2-1　店舗別認識度のグラフ①国道 21号穂積大橋→茜部
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▲図 3.2-3　店舗別認識度のグラフ③県道 77号長良→薮田

▲図 3.2-4　店舗別認識度のグラフ④県道 77号薮田→長良
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第３章　アンケート調査（分析 2）

3.3.　乗車時の行動習慣と店舗選択について

　被験者全員に対して、利用する店舗の属性を問うた。その結果、図 3.3-1に示すように、全体の
76％が「幹線道路沿いのお店」を選んだ。また、幹線道路沿いの飲食店を利用する際の計画性につい

ての設問に対し、図 3.3-2に示すように、回答項目「運転中 /乗車中に、看板やのぼりなどの掲示物
を見てお店に入ることがある」を選んだ人は全体の 88％を占めている。これらは研究背景を裏付ける

回答であると考えられる。また、幹線道路沿いの飲食店の外観構成要素は、乗車中の認識度に影響を

与える要因であると考えられる。

　さらに図 3.3-3に示すように、、「中央分離帯のある幹線道路沿いのお店を利用する際に、右側の
店よりも左側の店を優先させた経験がある」と 47名（94％）の被験者が回答した。この結果は、図
3.2-1、図 3.2-2、図 3.2-3および図 3.2-4が示すように、進行方向に対して左側にある店舗は、右側
にある店舗より認識度が高いことを裏付ける。

▲図 3.3-1　利用する飲食店の属性について
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▲図 3.3-2　飲食店利用時の計画性について

▲図 3.3-3　進路に対する店舗の立地（左右）と優先度について
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第４章　外観構成要素と認識度の相関関係
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４章　外観構成要素と認識度の相関関係

4.　外観構成要素と認識度の相関関係

　　本章では、接道関係、看板の属性と認識度の相関関係について分析し、考察を行う。

4.1.　接道関係と認識度の相関関係

　研究対象店舗の接道関係と認識度の相関関係について、図 4-1、図 4-2、図 4-3および図 4-4が示
すように、以下のことが明らかになった。

(1) 前章に述べたように、進行方向に対して左側にある店舗は、右側にある店舗より認識度が高い。一

方で、右側店舗のうち、方向関係が B型にあたる店舗は F、H、D型より認識度が高い傾向にある。逆に、

B型店舗は進路左側にあるとき、認識度が相対的に低い傾向にある。

(2) 進路左側にある店舗のうち、位置関係が SB 型である店舗は、NR型店舗より、認識度が低い傾向に

ある。なお、進路右側の場合、県道 77号においては同傾向が見られたが、国道 21号においては、強

い相関は見られなかった。

▲図 4-2　店舗別認識度のグラフ②国道 21号茜部→穂積大橋

▲図 4-1　店舗別認識度のグラフ①国道 21号穂積大橋→茜部
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認識度（％）

進路
右側

進路
左側

SB型

B型

SB 型かつ B型

SB・B型に該当しない

縦断型看板を有する

SB型

B型

SB 型かつ B型

SB・B型に該当しない

縦断型看板を有する
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4.2.　看板の属性と認識度の相関関係

　研究対象店舗の看板の属性と認識度の相関関係について、以下のことが明らかになった。

(1) 看板の数と認識度に明確な相関関係は見られなかった。

(2)図 4-1、図 4-2、図 4-3および図 4-4が示すように、縦断型看板を有する店舗は、そうでない店舗
より、認識度が高い傾向にある。

▲図 4-3　店舗別認識度のグラフ③県道 77号長良→薮田

▲図 4-4　店舗別認識度のグラフ④県道 77号薮田→長良
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４章　外観構成要素と認識度の相関関係

4.3.　考察

　　本節では、第 2章、第 3章および第 4章の分析結果に対して、考察を行う。

(1) 分析結果「表 2.3-1に示すように、高置独立型看板はすべて表裏となっているため、F型と B型が
同数であり、それぞれ半数を占める。」について、高置独立型看板は、遠距離の乗車者に対して、高い

認識度が期待できると考えられる。そのため、H型は視認時間が短い上、裏面は道路から死角となり、

看板設置のコストパフォーマンスが十分に発揮できない恐れがある。また、交差点に隣接する店舗に

おいては、独立 D型看板は多方向の視認性を確保できる一方、裏面が死角となるデメリットは同様に

存在すると考えられる。

(2) 分析結果「表 2.3-2に示すように、H型看板 68 枚のうち 66 枚（97.1％）が付帯型看板であり、
独立H型看板はわずか 2枚と極めて少なかった。さらに、表 2.3-5に示すように、上部付帯H型看板
は 52枚で、H型看板の 76.5％を占めている。」について、この結果は、考察 (1) に述べた独立H型看

板のデメリットに起因すると考えられる。建物に直接設置する付帯型看板に関しては、隣接建物との

距離が近い場合、F型や B型は隣接建物による死角が生まれやすい。これに比べ、H型は視認性が高い

場合が多く、また、進路左側の車両だけでなく、進路右側の車両の乗車者からの死角はさらに少なく、

高い認識度獲得が期待できると考えられる。

(3) 分析結果「図 4-1、図 4-2、図 4-3および図 4-4が示すように、縦断型看板を有する店舗は、そう
でない店舗より、認識度が高い傾向にある。」について、その理由は主に 2つあると考える。1つ目と

して、縦断型看板は複数の高度による分類区分にわたって位置するため、看板面積が大きいものが多

いことが挙げられる。2つ目として、高度分類区分の境界線である立面境界線と建物最高高さは壁面の

色や材質の境界線、または建物の外輪郭の境界線にあたるため、人間の目に与える視覚的な刺激が強く、

視認性が高い可能性が考えられる。
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第５章　総括
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第５章　総括

5.1.　結論

　本研究では、　幹線道路沿いの飲食店の外観構成要素と認識度の相関関係の考察を通して、乗車中の

認識度は店舗の隣接道路に対する方向、位置関係、また、看板の向き、高度等の属性と明確な相関関

係を持つことが明らかになった。
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5.2.　展望

　本研究では、幹線道路沿いの飲食店外観構成要素が乗車者に与える認識について分析し、地方都市

に台頭したロードサイド飲食店の外観設計や店舗の構えの検討をする際の計画立案の端緒となること

を目的とした。

　本研究では、岐阜市の店舗を対象としたが、一部の分析において、正確な分析結果を得るためには、

より多くのサンプルに対して更なる調査が必要な部分が見られた。例として SB 型店舗の認識度につい

て、および看板数と認識度の相関関係についての分析が挙げられる。

　また、地域間の差異についての研究や、都市部店舗との比較研究は、本研究と同様の方法を用いて

分析することは可能であると思われる。これらの研究は、より多角的に外観構成要素と認識度の関係

について知ることができ、外観設計や店舗の構えの検討をする際の計画立案に役立つだろう。
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

資料編 1.　対象店舗別外観構成要素一覧表

実地調査時に撮影した写真

Google Map ストリートビューより引用した写真
【出自】[https://www.google.co.jp/maps]（最終検索日：2023 年 1 月 28 日）
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 一蘭　岐阜店
国道 21 号線

5

NR 型
H型

❶

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 天下一品　岐阜薮田店
国道 21 号線

3

NR 型
F型

❷

看板 1 看板 2 看板 3

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 けんちゃん食堂
国道 21 号線

2

NR 型
F型

❸

看板 1 看板 2

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 サイゼリヤ　岐阜薮田店
国道 21 号線

7

NR 型
H型

❹

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

看板 7

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 浜木綿　岐阜県庁前店
国道 21 号線

5

NR 型
H型

❺

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 餃子の王将　岐阜県庁前店
国道 21 号線

5

NR 型
F型

❻

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 KFC　岐阜店
国道 21 号線

6

NR 型
B型

❼

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

看板 4

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 吉野家　岐阜六条店
国道 21 号線

4

NR 型
F型

❽

看板 1 看板 2 看板 3

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 からやま　岐阜茜部店
国道 21 号線

12

NR 型
F 型

❾

看板 1 看板 2 看板 3

看板 7 看板 8 看板 9

看板 10 看板 11 看板 12

看板 6看板 4 看板 5

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 岐阜タンメン　21 号茜部店
国道 21 号線

3

NR 型
H型

10

看板 1 看板 2 看板 3

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 スパゲッティのパンチョ　岐阜茜部店
国道 21 号線

9

NR 型
F型

11

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7 看板 8 看板 9

看板 6

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 しゃぶしゃぶ温野菜　岐阜茜部店
国道 21 号線

8

NR 型
F型

12

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7 看板 8

看板 6

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 ラーメン横綱　岐阜店
国道 21 号線

7

NR 型
H型

13

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7

看板 6

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 ベビーフェイスプラネット　岐阜店
国道 21 号線

3

NR 型
F型

14

看板 1 看板 2 看板 3

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 寿司しゃぶしゃぶゆず庵　岐阜六条店
国道 21 号線

9

NR 型
F型

15

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7 看板 8 看板 9

看板 6

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 びっくりドンキ　岐阜六条店
国道 21 号線

6

SB 型
B型

16

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 天ぷら食堂
国道 21 号線

3

NR 型
D型

17

看板 1 看板 2 看板 3

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 木曽路　岐阜店
国道 21 号線

4

NR 型
B型

18

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 魚べい　岐阜県庁前店
国道 21 号線

8

NR 型
F型

19

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7 看板 8

看板 6

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

看板 10 看板 11

看板 9

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 ステーキハウスブロンコビリー　岐阜薮田店
国道 21 号線

11

SB 型
F 型

20

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7 看板 8

看板 6

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 ガスト　岐阜県庁前店
国道 21 号線

5

NR 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

21

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 やぶた水産
国道 21 号線

3

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

22

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 マクドナルド　岐阜県庁前店
県道 77 号線

4

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

23

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 いちおしや伝五郎　岐阜市橋店
県道 77 号線

5

NR 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

24

番号
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対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 一刻魁堂　岐阜島店
県道 77 号線

5

NR 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

25

番号
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 インドカレーツルシ　北島店
県道 77 号線

6

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

26

番号
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番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 丸源ラーメン　岐阜北島店
県道 77 号線

8

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

看板 7 看板 8

27
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資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 サイゼリヤ　岐阜北島店
県道 77 号線

10

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

看板 7 看板 8 看板 9

看板 6

看板 10

28
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番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 やよい軒　岐阜島店
県道 77 号線

4

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

29



94

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 肉のはせ川　岐阜大福店
県道 77 号線

8

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

看板 7 看板 8

30



95

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 蔵出し味噌麺屋壱正　岐阜店
県道 77 号線

6

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

31



96

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 台湾料理福千　大福店
県道 77 号線

4

NR 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

32



97

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 朝日屋精肉店　則武店
県道 77 号線

5

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

33



98

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 くら寿司　岐阜正木店
県道 77 号線

5

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

34



99

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 ステーキハウスブロンコビリー　岐阜正木店
県道 77 号線

10

NR 型
F 型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

看板 7

35

看板 8 看板 9

看板 10



100

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 天下一品　岐阜正木店
県道 77 号線

2

NR 型
D型

看板 1 看板 2

36



101

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 岐阜タンメン　長良店
県道 77 号線

3

NR 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

37



102

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 お好み焼き道とん堀　岐阜長良店
県道 77 号線

5

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

38



103

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 ピッツェリアマリノ　岐阜長良店
県道 77 号線

4

SB 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

39



104

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 牛角　長良店
県道 77 号線

4

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

40



105

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 しゃぶしゃぶ太郎　岐阜正木店
県道 77 号線

6

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5 看板 6

41



106

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 焼肉きんぐ　岐阜鷺山店
県道 77 号線

7

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 6

看板 7

看板 5

42



107

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 魚べい　岐阜正木店
県道 77 号線

10

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

43

看板 6

看板 7 看板 8 看板 9

看板 10



108

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 スシロー　岐阜正木店
県道 77 号線

5

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

44



109

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 かつや　岐阜正木店
県道 77 号線

7

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

45

看板 6

看板 7



110

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 マクドナルド　岐阜則武店
県道 77 号線

7

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

46

看板 6

看板 7



111

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 とんかつ蔵屋
県道 77 号線

6

NR 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

47

看板 6



112

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

看板 6

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 餃子の王将　岐阜則武店
県道 77 号線

6

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

48



113

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 吉野家　岐阜則武店
県道 77 号線

4

NR 型
F型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

49



114

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 赤から　岐阜島店
県道 77 号線

4

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

50



115

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 にぎりの徳兵衛　島店
県道 77 号線

7

SB 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

51

看板 6

看板 7



116

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 田なか屋　岐阜店
県道 77 号線

3

SB 型
H型

看板 1 看板 2 看板 3

52



117

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 吉野家　岐阜市橋店
県道 77 号線

5

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4 看板 5

53



118

資料編　｜　対象店舗別外観構成要素一覧表

番号

対象番号

隣接道路

接道関係

看板の数

位置関係
方向関係

店 舗 名 スシロー　岐阜市橋店
県道 77 号線

4

NR 型
B型

看板 1 看板 2 看板 3

看板 4

54



119



120

資料編　｜　アンケート調査動画抜粋

資料編 2.　アンケート調査動画抜粋

①国道 21号穂積大橋→茜部
[https://youtu.be/pB7bcw4_pOM]（最終検索日：2023 年 2 月 2 日）
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122

資料編　｜　アンケート調査動画抜粋

②国道 21号茜部→穂積大橋
[https://youtu.be/q2Mgs-_XrZk]（最終検索日：2023 年 2 月 2 日）



123



124

資料編　｜　アンケート調査動画抜粋

③国道 77 号長良→薮田
[https://youtu.be/x-GrDGXz6fY]（最終検索日：2023 年 2 月 2 日）



125



126

資料編　｜　アンケート調査動画抜粋



127

④国道 77 号薮田→長良
[https://youtu.be/r2tqbKcu-PA]（最終検索日：2023 年 2 月 2 日）



128

資料編　｜　アンケート調査動画抜粋
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130

資料編　｜　アンケート調査動画抜粋




